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感染症対策の推進 

 サービス提供事業所等に対して、「感染拡大防止ガイドライ

ン」など各種ガイドラインに沿った感染予防、感染拡大防止

の対策を促進します。 

 感染症発生時に必要な物資の備蓄など、感染対策物資の

確保について検討し、県・市・関係機関が連携し、感染症発

生時に備えます。 

 地域自立支援協議会防災部会において、サービス提供事

業所での感染防止の取組等の情報共有を行い、事業所間

での支援体制の構築に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  かくれんぼ 

作 者  川原 志保、峰松 幸子 
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資料  

１ 計画策定組織 

(１)尾道市障害者保健福祉計画等策定委員会 

尾道市障害者保健福祉計画等策定委員会設置要綱 

（設置） 

第１条 障害者基本法（昭和 45 年法律第 84 号）第 11 条第３項に規定する障害者保健福祉

計画、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成 17 年法律第

123 号）第 88 条第１項に規定する障害福祉計画及び障害者の日常生活及び社会生活を総

合的に支援するための法律及び児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第 33 条の 20 第１

項に規定する障害児福祉計画（以下これらを「計画」という。）を策定するため、尾道市

障害者保健福祉計画等策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、計画の策定に関し、必要な調査、研究及び審議を行い、市長に意見を述

べるものとする。ただし、障害福祉計画及び障害児福祉計画の策定において、前期の障害

福祉計画及び障害児福祉計画から成果目標の確認、サービスの見込量の見直し等、軽易な

変更のみを行う場合は、この限りでない。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 25 名以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

(1) 学識経験者 

(2) 医療機関の代表者 

(3) 民生委員児童委員の代表者 

(4) 障害福祉サービス事業所の代表者 

(5) 障害者関係団体の代表者 

(6) ボランティア団体の代表者 

(7) 市民の代表者 

(8) 関係行政機関の代表者 

(9) その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員は、計画を策定したときをもって委嘱又は任命を解かれたものとする。 
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（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その

職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、必要に応じて委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 

４ 議長は、委員会の会議において必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、

意見を聴き、又は必要に応じて資料の提出を求めることができる。 

（幹事会） 

第７条 委員会の任務を補佐するため、幹事会を設置する。 

２ 幹事会は、福祉保健部長及び庁内の関係する部署の課長をもって構成する。 

（会長等） 

第８条 幹事会に会長を置き、福祉保健部長をもってこれに充てる。 

２ 会長は、会務を総理し、幹事会を代表する。 

３ 会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、社会福祉課長がその職務を代行する。 

（幹事会の会議） 

第９条 幹事会の会議は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

（意見の聴取等） 

第 10 条 会長は、幹事会の会議において必要があると認められるときは、第三者の出席を

求め、意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第 11 条 委員会の庶務は、福祉保健部社会福祉課において行う。 

（その他） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、委員会及び幹事会の運営その他必要な事項は、委

員長が別に定める。 

付 則 

この要綱は、平成 18 年４月 21 日から施行する。 

付 則 

この要綱は、平成 18 年７月１日から施行する。 
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付 則 

この要綱は、平成 23 年３月１日から施行する。 

付 則 

この要綱中第１条の規定は、平成 29 年 11 月１日から、第２条の規定は、平成 30 年４月

１日から施行する。 

付 則 

この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名  友だちと共に 

作 者  尾道発達相談・療育支援センターあづみ園（にじ・つき組） 
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(２)尾道市地域自立支援協議会設置要綱 

尾道市地域自立支援協議会設置要綱 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、尾道市相談支援事業実施要綱（平成 18 年 10 月１日制定。以下「事業

要綱」という。）第６条に規定する地域自立支援協議会に関し事業要綱に定めるほか必要

な事項について定めるものである。 

（組織） 

第２条 尾道市地域自立支援協議会（以下「協議会」という。）の委員は、別に定める関係

機関の代表者、職員等のうちから、市長が委嘱又は任命する。 

２ 協議会に会長を置き、社会福祉課長をもってこれに充てる。 

３ 会長が不在のときは、あらかじめ会長が指名した委員がその職務を代行する。 

４ 協議会の会議は、次に掲げる会議を必要に応じて開催する。 

(1) 全体会議 

(2) 地域生活支援定例会議 

(3) 専門部会 

(4) 障害者地域ケア会議 

５ 協議会が特に必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、その意見

又は説明を聴くことができる。 

（委員の任期） 

第３条 委員の任期は１年間とし、再任を妨げない。ただし、補欠による委員の任期は、前

任者の残任期間とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、協議会設置後最初に到来する任期満了日は、平成 20 年３月

31 日とする。 

（庶務） 

第４条 協議会の庶務は、福祉保健部社会福祉課において処理する。 

２ 専門部会及び障害者地域ケア会議の庶務の全部又は一部は事業要綱第３条第２項に規

定する受託者において処理する。 
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（委任） 

第５条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が、委員に

諮って定める。 

２ 委員は、協議会において知り得た個人情報等に関することを他に漏らしてはならない。

その職を退いた後も同様とする。 

付 則 

１ この要綱は、平成 18 年 10 月１日から施行する。 

２ 尾道市障害者サービス調整会議設置要綱（平成 17 年２月１日制定）は廃止する。 

 

 

地域自立支援協議会福祉計画部会員名簿 

 法人名 事業所名・団体名 氏名 

１ 社会福祉法人尾道さつき会 尾道サンホーム 畑橋 亮二 

２ 〃 むかいしま作業所 岡垣 美佳 

３ 〃 児童発達支援センターあいあい 小川 恵美 

４ 社会福祉法人若葉 因島であいの家 宮地 毅 

５ 〃 にじ 亀田 和久 

６ 社会福祉法人尾道のぞみ会 瑠璃寮 高垣 吉伸 

７ 社会福祉法人若菜 潮かぜの里 大西 忍 

８ 社会福祉法人あづみの森 法人本部 眞鍋 義文 

９ 〃 障害者生活支援センターあおぎり 東 君枝 

10 社会福祉法人萌え木の里 ワークアップ 三宅 篤 

11 特定非営利活動法人花と夢 ウェルカム 黒田 享佑 

12 社会福祉法人尾道市社会福祉協議会 地域福祉課 松浦 浩子 

13 社会福祉法人尾道さつき会 尾道市障害者サポートセンターはな・はな 下垣内 多喜子 

14 社会福祉法人尾道のぞみ会 尾道市障害者サポートセンターはな・はな 桃谷 栄二郎 

15 社会福祉法人若葉 尾道市障害者サポートセンターはな・はな 催山 裕介 

16 身体障害者団体代表者 尾道市身体障害者福祉連合会 森下 美和 

17 知的障害者団体代表者 尾道市手をつなぐ連合育成会 丸谷 小百合 

18 精神障害者団体代表者 尾道こころネットよつば会 上角 年孝 

19 尾道市 社会福祉課長 岡 泰史 

（敬称略） 
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２ 計画策定経過 

令和 2 年 

７月 10 日 

第１回 地域自立支援協議会福祉計画部会の開催 

 実績数値等の報告について 

 アンケート調査の内容について 

 計画策定スケジュール 

８月 

障害福祉に関するアンケート調査の実施 

 市内在住の身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の

所持者、障害児通所支援を利用している児童の保護者を対象 

９月 アンケート調査の集計、課題等の検討 

10 月 
事業所アンケート調査の実施 

 市内の障害福祉サービス等を実施している事業所を対象 

10 月５日 

障害保健福祉圏域連絡会議 

 現計画の進捗状況の評価と課題について 

 第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画に係る目標値、見込

み量の検討 

 圏域内の課題と対応策について 

10 月 27 日 

第２回 地域自立支援協議会福祉計画部会の開催 

 アンケートの集計結果について 

 第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画に係る目標値、見込

み量の検討 

12 月 14 日 

第３回 地域自立支援協議会福祉計画部会の開催 

 第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画の素案について 

 第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画に係る目標値、見込

み量の検討 

 

令和 3 年 

１月 12 日 ～ 

２月 12 日 
パブリックコメントの実施 

３月８日 
第４回 地域自立支援協議会福祉計画部会の開催 

 第６期障害福祉計画及び第２期障害児福祉計画の素案について 

 

 

  



 

60 

72.6

15.0

12.5

5.7

3.4

1.3

3.4

2.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳を所持

療育手帳を所持

精神障害者保健福祉手帳を所持

自立支援医療を受給

発達障害の診断

高次脳機能障害の診断

難病の診断

認知症疾患の診断

無回答

<1,220>

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

身体障害者手帳を所持 72.6 29.0 14.9 39.7 59.9 89.2 71.5 62.2 71.9 81.0 71.4

療育手帳を所持 15.0 74.2 66.2 39.1 17.9 2.3 16.7 12.2 16.5 13.2 9.2

精神障害者保健福祉手帳を所持 12.5 3.2 27.0 33.8 20.4 6.1 12.7 21.6 14.4 7.4 12.6

自立支援医療を受給 5.7 0.0 13.5 16.6 9.9 2.5 5.6 4.1 7.2 5.8 5.9

発達障害の診断 3.4 22.6 28.4 7.9 0.0 0.0 3.8 6.8 2.2 3.3 1.7

高次脳機能障害の診断 1.3 3.2 1.4 2.0 1.9 0.9 1.6 0.0 2.9 0.4 0.8

難病の診断 3.4 3.2 1.4 2.6 7.4 3.0 4.2 0.0 3.6 2.9 2.5

認知症疾患の診断 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 2.5 1.4 0.0 2.9 6.7

無回答 3.0 0.0 2.7 1.3 4.3 3.0 3.1 8.1 1.4 1.7 2.5

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

身体障害者手帳を所持 100.0 19.1 6.6 18.6 9.5 62.5 85.7 59.4

療育手帳を所持 4.0 100.0 7.9 5.7 64.3 6.3 9.5 0.0

精神障害者保健福祉手帳を所持 1.1 6.6 100.0 80.0 38.1 25.0 7.1 12.5

自立支援医療を受給 1.5 2.2 36.8 100.0 21.4 12.5 7.1 9.4

発達障害の診断 0.5 14.8 10.5 12.9 100.0 12.5 2.4 0.0

高次脳機能障害の診断 1.1 0.5 2.6 2.9 4.8 100.0 2.4 0.0

難病の診断 4.1 2.2 2.0 4.3 2.4 6.3 100.0 6.3

認知症疾患の診断 2.1 0.0 2.6 4.3 0.0 0.0 4.8 100.0

無回答 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別

３ 障害福祉に関するアンケート調査結果の概要 

(１)所持している手帳、受けている診断名など 

問 5 お持ちの手帳または受けている診断名などについてお答えください。（○はいくつでも） 

 

「身体障害者手帳を所持」が 72.6％と最も高く、次いで「療育手帳を所持」（15.0％）、「精神

障害者保健福祉手帳を所持」（12.5％）、「自立支援医療を受給」（5.7％）、「発達障害の診断」と

「難病の診断」が 3.4％と続いています。 

年齢別では、65 歳以上の「身体障害者手帳を所持」は 89.2％、29 歳以下の「療育手帳を所

持」は 70%前後となっています。 
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(２)現在の暮らし方 

問 4 現在どのように暮らしていますか。（○は１つ） 

 

「家族と一緒」が 67.9％と最も高く、次いで「ひとり暮らし」（14.3％）、「福祉施設」（6.3％）、

「グループホーム」（3.9％）と続いています。 

 

 

 

 

 

(３)主に介助してくれる家族の年齢 

問 9(1) あなたを介助してくれる家族の健康状態をお答えください。（○は１つ） 

※問 8 で介助を受けていると答えた方 かつ 

※問 9 で「父母・祖父母・兄弟姉妹」、「配偶者（夫又は妻）」、「子ども」のいずれかに答えた方 

 

「50～64 歳」が 29.9％と最も高く、次いで「65～74 歳」（26.6％）、「75 歳以上」（21.9％）、

「30～49 歳」（15.2％）、「29 歳以下」（1.4％）と続いています。 

年齢別では、65 歳以上（本人）の「65～74 歳」、「75 歳以上」はそれぞれ 30％を超えていま

す。 

  

14.3 67.9 3.9 6.3

2.0

1.6

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<1,220>

ひとり暮らし 家族と一緒 グループホーム 福祉施設 長期入院中 その他 無回答

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

ひとり暮らし 14.3 0.0 2.7 9.3 14.8 16.6 14.9 8.1 10.8 16.9 13.4

家族と一緒 67.9 93.5 93.2 73.5 64.8 64.7 66.7 56.8 77.0 71.9 63.9

グループホーム 3.9 0.0 2.7 9.3 4.3 3.0 4.2 2.7 2.9 4.1 3.4

福祉施設 6.3 3.2 0.0 2.0 8.0 7.4 5.9 25.7 1.4 2.5 9.2

長期入院中 2.0 0.0 0.0 0.7 3.7 2.2 3.1 0.0 0.0 0.4 2.5

その他 1.6 3.2 1.4 0.7 1.9 1.6 1.3 1.4 3.6 0.8 2.5

無回答 4.2 0.0 0.0 4.6 2.5 4.6 3.9 5.4 4.3 3.3 5.0

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

ひとり暮らし 16.1 6.6 13.2 11.4 2.4 0.0 14.3 6.3

家族と一緒 69.2 67.8 63.8 78.6 92.9 87.5 73.8 40.6

グループホーム 1.7 13.7 3.9 1.4 2.4 0.0 2.4 18.8

福祉施設 5.2 6.6 11.2 1.4 0.0 0.0 4.8 15.6

長期入院中 1.9 1.1 3.3 2.9 0.0 0.0 4.8 12.5

その他 1.6 1.1 2.6 2.9 2.4 6.3 0.0 0.0

無回答 4.3 3.3 2.0 1.4 0.0 6.3 0.0 6.3

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別
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(４)診療等の際に困っていること 

問 11 診療などの際にどのようなことで困っていますか。（○は主なもの３つまで） 

 

「困っていることは特にない」が 44.8％と最も高くなっています。それ以外では、「交通費の負

担が大変」が 13.5％、「専門的な医療施設が近くにない」が 9.3％、「医療従事者との意思疎通が

難しい」が 7.8％と続いています。 

年齢別では、「困っていることは特にない」は年齢が上がるにつれて高くなる傾向にあります。

また、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給、発達障害、難病の「専門的な医療施設が近

くにない」、「医療費の負担が大変」、「交通費の負担が大変」も高くなっています。 

 

 

  

1.4

15.2 29.9 26.6 21.9 5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<361>

29歳以下 30～49歳 50～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 361 23 37 40 39 214 194 13 41 82 29

29歳以下 1.4 4.3 0.0 2.5 2.6 0.9 0.5 0.0 4.9 2.4 0.0

30～49歳 15.2 78.3 37.8 17.5 5.1 6.1 16.5 23.1 9.8 14.6 10.3

50～64歳 29.9 4.3 43.2 25.0 56.4 27.1 30.4 15.4 34.1 26.8 34.5

65～74歳 26.6 0.0 8.1 35.0 15.4 33.2 27.3 15.4 24.4 25.6 34.5

75歳以上 21.9 0.0 0.0 15.0 12.8 30.4 20.6 30.8 22.0 26.8 13.8

無回答 5.0 13.0 10.8 5.0 7.7 2.3 4.6 15.4 4.9 3.7 6.9

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 250 77 41 27 25 12 24 17

29歳以下 1.6 1.3 0.0 0.0 0.0 0.0 4.2 0.0

30～49歳 8.0 35.1 26.8 25.9 56.0 16.7 0.0 5.9

50～64歳 28.4 29.9 29.3 22.2 24.0 33.3 33.3 41.2

65～74歳 30.8 16.9 22.0 29.6 8.0 25.0 45.8 29.4

75歳以上 27.2 6.5 12.2 18.5 0.0 25.0 16.7 23.5

無回答 4.0 10.4 9.8 3.7 12.0 0.0 0.0 0.0

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別
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29.9

42.3

39.4

36.7

50.9

22.7

11.2

28.7

24.6

21.4

23.1

14.9

3.0

15.7

13.1

0% 20% 40% 60% 80%

企業などが積極的に障害のある人を雇う

障害のある人に配慮した職場の施設・設備

障害のある人にあった就労条件

生活できる給料がもらえること

障害のある人に対する事業主や職場の仲間の理解

仕事をするための訓練・研修の機会

自営業を希望する障害のある人への支援

通勤（交通）手段が確保されている

働く場の紹介（あっせん）や相談

健康管理の充実

作業所など働く場の整備

公営住宅やアパート、グループホームなどの住居

その他

特にない

無回答

<1,220>

1.5

4.5

9.3

4.6

5.2

1.7

0.6

5.1

6.9

13.5

5.3

7.8

5.2

44.8

7.1

11.5

0% 20% 40% 60% 80%

かかりつけ医がいない

通院時の介助者がいない

専門的な医療施設が近くにない

専門的なリハビリテーション施設が近くにない

医療機関が近くにない

往診を頼みにくい

訪問看護を受けにくい

歯科診療を受けにくい

医療費の負担が大変

交通費の負担が大変

移動手段がない

医療従事者との意思疎通が難しい

その他

困っていることは特にない

診療はしていない

無回答

<1,220>

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(５)障害のある人が就労する際に重要と思うこと 

問 13 障害のある人が働く際にはどのようなことが重要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

「障害のある人に対する事業主や職場の仲間の理解」が 50.9％と最も高く、次いで「障害のあ

る人に配慮した職場の施設・設備」（42.3％）、「障害のある人にあった就労条件」（39.4％）、「生

活できる給料がもらえること」（36.7％）と続いています。 
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(６)外出する際に困ること 

問 16 外出の際に困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

 

「無回答」（26.6%）を除くと、「公共交通機関が少ない（ない）」が 23.5％と最も高く、次いで

「困った時にどうすればいいのか心配」（17.4％）、「道路や駅に階段や段差が多い」（15.1％）、

「列車やバスの乗り降りが困難」（13.4％）、「外出にお金がかかる」（12.7％）と続いています。 

手帳別・診断別では、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給、発達障害の「外出にお金

がかかる」、「まわりの人の目が気になる」、「困った時にどうすればいいのか心配」などが高い。難

病では「道路や駅に階段や段差が多い」が 33.3％と高くなっています。 

 

 
 

 

 

 

  

23.5

13.4

15.1

8.1

10.7

5.6

12.7

8.8

11.8

17.4

10.7

26.6

0% 20% 40% 60% 80%

公共交通機関が少ない（ない）

列車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗り換えの方法がわかりにくい

外出先の建物の設備が不便

介助者が確保できない

外出にお金がかかる

まわりの人の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困った時にどうすればいいのか心配

その他

無回答

<1,220>

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

公共交通機関が少ない（ない） 22.1 27.9 28.9 35.7 26.2 6.3 26.2 18.8

列車やバスの乗り降りが困難 16.1 10.4 4.6 5.7 9.5 6.3 16.7 12.5

道路や駅に階段や段差が多い 18.2 7.7 6.6 8.6 2.4 18.8 33.3 15.6

切符の買い方や乗り換えの方法がわかりにくい 6.3 18.0 9.2 17.1 31.0 6.3 9.5 9.4

外出先の建物の設備が不便 12.6 10.9 3.3 2.9 9.5 31.3 23.8 9.4

介助者が確保できない 4.7 11.5 2.6 5.7 7.1 6.3 7.1 12.5

外出にお金がかかる 10.8 12.0 28.9 28.6 11.9 18.8 9.5 6.3

まわりの人の目が気になる 5.8 12.6 23.0 25.7 23.8 12.5 14.3 0.0

発作など突然の身体の変化が心配 12.0 7.7 21.7 28.6 11.9 6.3 21.4 3.1

困った時にどうすればいいのか心配 13.0 32.2 30.9 27.1 42.9 18.8 11.9 18.8

その他 11.9 7.1 7.2 7.1 7.1 0.0 0.0 9.4

無回答 27.9 21.9 15.8 14.3 11.9 31.3 19.0 31.3

手帳別・診断別
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(７)障害福祉サービス等で今後利用したいもの、引き続き利用したいもの 

問 17 あなたは今後、３年以内に利用したいと思いますか。（○はいくつでも） 

 

「無回答」（37.5%）以外では、「障害福祉サービスを利用する必要なない」が 19.2%で最も高

く、次いで「サービスに関する情報提供や利用の援助など総合相談」（15.0％）、「家族などの介護

者が病気などの時に施設に短期間入所」（13.1％）と続いています。 

年齢別では、12～29 歳の「外出の同行・付き添いなど」、「家族などの介護者が病気などの時

に施設に短期間入所」、「日常生活などの支援を行うグループホーム」、「サービスに関する情報提

供や利用の援助など総合相談」は 20％を超えています。 

手帳別・診断別では、発達障害の「趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター」、

「児童発達支援や放課後等デイサービスなど」も高くなっています。 

 

 

 

 

  

7.1

10.3

9.4

3.4

3.3

13.1

7.0

4.8

15.0

5.2

1.2

9.0

8.3

2.3

2.5

19.2

37.5

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で入浴、排せつ、食事の介助や家事援助

外出の同行・付き添いなど

身体の状態や生活能力の維持向上のための訓練

一般企業の就労に必要な知識や能力向上のための訓練

一般企業の就労が困難な人への生産活動の場等の提供

家族などの介護者が病気などの時に施設に短期間入所

日常生活などの支援を行うグループホーム

施設での日常生活の支援

サービスに関する情報提供や利用の援助など総合相談

お金の管理やサービスの利用手続きなどの支援

手話通訳や要約筆記などのコミュニケーション支援

補そう具や日常生活用具の給付

趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター

児童発達支援や放課後等デイサービスなど

その他

障害福祉サービスを利用する必要はない

無回答

<1,220>
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(８)障害福祉サービスについて不満に思うこと 

問 19 障害福祉サービスについて不満に思うことがありますか。（○はいくつでも） 

 

「特に不満は感じない」が 41.1％と最も高く、次いで「無回答」（24.1%）、「サービス内容に関

する情報が少ない」（12.8％）、「経済的な負担が大きい」（8.4％）と続いています。 

年齢別では、12～29 歳の「利用したい日・時間に利用できない」、「利用回数・時間などに制限

がある」は 20％を超えている。また、「サービス内容に関する情報が少ない」は 25.7%となって

います。 

 

  

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

自宅で入浴、排せつ、食事の介助や家事援助 7.1 3.2 5.4 4.6 6.2 8.2 6.7 4.1 7.9 7.0 10.1

外出の同行・付き添いなど 10.3 3.2 25.7 9.9 9.9 9.4 12.1 6.8 7.9 9.9 7.6

身体の状態や生活能力の維持向上のための訓練 9.4 6.5 12.2 10.6 8.6 8.9 9.5 8.1 7.9 9.9 10.1

一般企業の就労に必要な知識や能力向上のための訓練 3.4 9.7 13.5 12.6 4.3 0.3 3.6 1.4 7.2 2.5 1.7

一般企業の就労が困難な人への生産活動の場等の提供 3.3 9.7 8.1 7.3 7.4 1.0 3.4 4.1 5.8 2.1 1.7

家族などの介護者が病気などの時に施設に短期間入所 13.1 12.9 24.3 11.3 6.2 14.1 13.0 13.5 12.9 13.2 13.4

日常生活などの支援を行うグループホーム 7.0 0.0 23.0 13.9 5.6 4.8 7.5 8.1 5.0 6.6 7.6

施設での日常生活の支援 4.8 0.0 14.9 4.0 5.6 4.0 5.0 5.4 4.3 4.5 4.2

サービスに関する情報提供や利用の援助など総合相談 15.0 16.1 23.0 16.6 17.9 13.6 17.2 9.5 7.9 16.1 12.6

お金の管理やサービスの利用手続きなどの支援 5.2 3.2 12.2 8.6 9.9 2.9 5.5 8.1 6.5 5.0 1.7

手話通訳や要約筆記などのコミュニケーション支援 1.2 3.2 0.0 1.3 1.2 1.3 0.9 0.0 1.4 1.7 2.5

補そう具や日常生活用具の給付 9.0 6.5 5.4 4.0 10.5 10.3 9.9 0.0 5.0 12.4 7.6

趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター 8.3 9.7 14.9 11.3 7.4 7.3 9.2 6.8 7.2 5.8 10.1

児童発達支援や放課後等デイサービスなど 2.3 51.6 6.8 0.7 0.0 0.5 2.5 2.7 3.6 2.1 0.0

その他 2.5 0.0 4.1 4.0 0.6 2.5 1.7 0.0 5.0 2.1 5.0

障害福祉サービスを利用していない 19.2 9.7 12.2 23.8 21.6 19.0 17.8 20.3 22.3 19.4 21.8

無回答 37.5 25.8 23.0 28.5 36.4 40.8 36.3 47.3 33.1 40.5 36.1

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

自宅で入浴、排せつ、食事の介助や家事援助 7.9 6.0 5.9 11.4 2.4 0.0 16.7 15.6

外出の同行・付き添いなど 9.9 19.1 6.6 15.7 14.3 0.0 11.9 6.3

身体の状態や生活能力の維持向上のための訓練 10.2 10.4 9.2 14.3 7.1 18.8 19.0 3.1

一般企業の就労に必要な知識や能力向上のための訓練 1.0 7.1 13.2 17.1 11.9 12.5 2.4 0.0

一般企業の就労が困難な人への生産活動の場等の提供 1.1 8.7 9.2 8.6 9.5 12.5 2.4 0.0

家族などの介護者が病気などの時に施設に短期間入所 13.7 18.6 7.9 14.3 21.4 18.8 21.4 21.9

日常生活などの支援を行うグループホーム 4.0 21.9 9.9 11.4 16.7 0.0 2.4 12.5

施設での日常生活の支援 4.5 8.2 3.9 7.1 7.1 0.0 7.1 12.5

サービスに関する情報提供や利用の援助など総合相談 13.2 20.2 22.4 32.9 28.6 18.8 23.8 3.1

お金の管理やサービスの利用手続きなどの支援 3.3 12.6 12.5 18.6 16.7 12.5 9.5 3.1

手話通訳や要約筆記などのコミュニケーション支援 1.5 1.1 1.3 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0

補そう具や日常生活用具の給付 11.3 4.9 2.6 4.3 2.4 0.0 14.3 3.1

趣味や仲間づくりなどの支援を行う地域活動支援センター 7.2 10.4 17.1 22.9 16.7 6.3 7.1 3.1

児童発達支援や放課後等デイサービスなど 0.8 12.0 0.0 0.0 19.0 6.3 0.0 0.0

その他 1.8 3.8 4.6 2.9 4.8 6.3 0.0 0.0

障害福祉サービスを利用していない 20.3 9.3 20.4 18.6 7.1 12.5 7.1 9.4

無回答 40.0 29.0 28.3 25.7 14.3 25.0 35.7 50.0

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別
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3.2

6.1

6.2

7.8

8.4

3.1

1.9

2.0

2.9

2.2

2.7

1.6

12.8

6.8

3.7

4.7

41.1

24.1

0% 20% 40% 60% 80%

サービス内容が障害特性にあっていない

身近なところでサービスを利用できない

利用したい日・時間に利用できない

利用回数・時間などに制限がある

経済的な負担が大きい

急な変更に応じてもらえない

サービス提供者の対応がよくない

サービス提供者がよく変わる

サービス提供者の知識や経験が不足している

本人や家族の意向を尊重してもらえない

プライバシーなどの配慮に欠けている

他の利用者との相性を配慮してもらえない

サービス内容に関する情報が少ない

相談や手続きに時間がかかり面倒くさい

障害支援区分の認定に疑問がある

その他

特に不満は感じない

無回答

<1,220>

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

サービス内容が障害特性にあっていない 3.2 0.0 6.8 6.6 5.6 1.8 3.8 2.7 2.2 2.5 3.4

身近なところでサービスを利用できない 6.1 16.1 14.9 7.9 7.4 4.4 6.7 5.4 2.9 7.4 4.2

利用したい日・時間に利用できない 6.2 16.1 24.3 10.6 6.8 3.1 7.7 5.4 5.0 5.4 2.5

利用回数・時間などに制限がある 7.8 19.4 20.3 10.6 8.6 5.5 8.6 9.5 6.5 6.2 7.6

経済的な負担が大きい 8.4 22.6 6.8 7.9 11.7 7.7 8.8 6.8 7.9 8.3 9.2

急な変更に応じてもらえない 3.1 0.0 12.2 4.6 2.5 2.1 3.6 2.7 4.3 2.5 0.8

サービス提供者の対応がよくない 1.9 3.2 4.1 5.3 3.1 0.7 2.0 1.4 2.9 1.7 0.8

サービス提供者がよく変わる 2.0 0.0 5.4 2.6 4.9 1.0 2.3 0.0 2.2 1.7 1.7

サービス提供者の知識や経験が不足している 2.9 9.7 4.1 6.0 4.9 1.4 3.8 2.7 1.4 2.9 0.0

本人や家族の意向を尊重してもらえない 2.2 6.5 6.8 2.6 3.1 1.3 2.7 2.7 1.4 1.7 1.7

プライバシーなどの配慮に欠けている 2.7 0.0 0.0 4.0 5.6 2.1 2.5 2.7 2.9 3.7 1.7

他の利用者との相性を配慮してもらえない 1.6 3.2 0.0 4.0 4.3 0.8 1.6 1.4 1.4 1.7 2.5

サービス内容に関する情報が少ない 12.8 16.1 25.7 16.6 14.2 10.8 13.1 10.8 17.3 9.9 12.6

相談や手続きに時間がかかり面倒くさい 6.8 6.5 12.2 10.6 8.6 5.5 7.4 4.1 5.0 6.2 9.2

障害支援区分の認定に疑問がある 3.7 3.2 5.4 2.0 8.0 3.0 4.4 5.4 2.2 3.3 1.7

その他 4.7 3.2 4.1 7.3 2.5 4.7 4.7 5.4 7.9 2.9 3.4

特に不満は感じない 41.1 45.2 31.1 36.4 40.1 43.5 43.2 32.4 38.8 41.7 35.3

無回答 24.1 0.0 8.1 17.2 17.9 28.2 20.0 32.4 25.9 27.7 31.9

全体

年齢別 居住地域別
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(９)今後の相談支援体制に望むこと 

問 22 今後の相談支援体制について、どのようなことを希望しますか。（○はいくつでも） 

 

無回答（26.8%）以外では、「話を聞いてもらいながら、時間をかけて相談できること」が

31.4％と最も高く、次いで「障害の診断や治療・ケアに関する医療面での相談」（22.6％）、「自分

の家まで来て相談にのってもらえること」（21.1％）と続いています。 

手帳別・診断別では、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給、発達障害、高

次脳機能障害の「話を聞いてもらいながら、時間をかけて相談できること」は 50％前後となって

います。 

 

 

 

 

 

  

13.6

21.1

12.0

13.9

31.4

22.6

4.3

26.8

0% 20% 40% 60% 80%

休日や夜間の電話相談

自分の家まで来て相談にのってもらえること

身近な地域で開設される福祉相談

福祉の専門職を配置した相談窓口

話を聞いてもらいながら、時間をかけて相談できること

障害の診断や治療・ケアに関する医療面での相談

その他

無回答

<1,220>

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

休日や夜間の電話相談 13.6 9.7 21.6 20.5 14.8 11.2 15.6 10.8 10.8 11.2 13.4

自分の家まで来て相談にのってもらえること 21.1 9.7 9.5 20.5 19.8 23.9 19.2 18.9 23.7 24.8 22.7

身近な地域で開設される福祉相談 12.0 16.1 20.3 16.6 14.2 9.8 12.5 10.8 14.4 12.0 6.7

福祉の専門職を配置した相談窓口 13.9 16.1 33.8 17.2 14.8 11.2 14.1 12.2 12.9 14.9 13.4

話を聞いてもらいながら、時間をかけて相談できること 31.4 32.3 48.6 43.0 33.3 27.2 32.7 33.8 33.8 26.9 31.1

障害の診断や治療・ケアに関する医療面での相談 22.6 41.9 25.7 23.8 28.4 20.9 20.7 24.3 25.9 27.7 17.6

その他 4.3 3.2 4.1 4.6 5.6 3.8 5.5 2.7 1.4 2.9 4.2

無回答 26.8 22.6 6.8 17.2 21.6 31.4 23.9 32.4 27.3 28.5 33.6

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

休日や夜間の電話相談 12.4 19.1 15.1 18.6 23.8 12.5 21.4 18.8

自分の家まで来て相談にのってもらえること 22.0 16.9 23.7 22.9 7.1 18.8 38.1 28.1

身近な地域で開設される福祉相談 11.3 15.8 11.2 11.4 21.4 25.0 16.7 9.4

福祉の専門職を配置した相談窓口 13.1 20.2 14.5 20.0 31.0 12.5 19.0 15.6

話を聞いてもらいながら、時間をかけて相談できること 25.7 47.5 53.3 47.1 54.8 50.0 26.2 34.4

障害の診断や治療・ケアに関する医療面での相談 23.0 21.3 28.9 34.3 23.8 25.0 33.3 15.6

その他 4.4 3.3 4.6 4.3 4.8 0.0 2.4 0.0

無回答 29.3 16.9 13.2 15.7 9.5 25.0 19.0 31.3

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別
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56.8

77.3

34.1

45.5

20.5

43.2

6.8

0.0

0.0

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学相談や進路相談などの相談体制の充実

障害への理解を深め、能力や障害の状態に適した指導

施設、設備、教材の充実

個別指導の充実

通常の学級への受け入れの推進

まわりの子どもたちの理解を深める交流機会の充実

医療的なケア（吸引・経管栄養・導尿等）

その他

特にない

無回答

<44>

43.2

61.4

72.7

45.5

43.2

15.9

38.6

38.6

0.0

2.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門の医療機関

専門の相談機関

子どもの療育や成人期に通所できる専門の支援施設

周囲の人に特性を理解してもらうための啓発

特性を理解し、配慮した放課後支援の場

保護者の情報交換ができる会・保護者同士で支え合う会

特性のある子どもの悩みを、子ども自身が相談できる窓口

乳幼児から成人までの一貫した支援の援助をする行政窓口

その他

わからない

無回答

非該当

<44>

(10)保育や教育について望むこと 

問 27 保育や教育について望むことはどんなことですか。（○はいくつでも） 

※現在、幼稚園や保育所、障害児通所施設、学校などに通っている方 

 

「障害への理解を深め、能力や障害の状態に適した指導」が 77.3%と最も高く、次いで「就学

相談や進路相談などの相談体制の充実」（56.8%）、「個別指導の充実」（45.5%）、「まわりの子

どもたちの理解を深める交流機会の充実」（43.2%）と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(11)発達障害の特性がある児童に必要と思う支援について 

問 30 発達障害の特性がある子どもさんが増えてきていますが、どのような支援があればよいと

思いますか。（○はいくつでも） 

※現在、幼稚園や保育所、障害児通所施設、学校などに通っている方 

 

「子どもの療育や成人期に通所できる専門の支援施設」が 72.7%と最も高く、次いで「専門の

相談機関」（61.4%）と続いています。 
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０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

薬が切れてしまうことや治療が受けられない 49.3 22.6 32.4 53.0 66.7 48.6 48.4 31.1 57.6 48.3 58.0

補そう具や日常生活用具の入手ができなくなる 10.5 9.7 6.8 11.3 9.3 11.2 11.4 2.7 6.5 11.6 10.9

誰かに助けを求めることができない 18.0 61.3 45.9 28.5 17.9 11.7 21.1 12.2 14.4 14.9 14.3

安全なところまで、避難することができない 30.2 64.5 40.5 24.5 25.9 29.9 33.3 13.5 27.3 32.2 23.5

被害状況、避難場所などの情報が入手できない 16.5 38.7 36.5 21.2 17.9 12.8 18.0 12.2 15.1 15.7 14.3

まわりの人とコミュニケーションがとれない 18.0 58.1 51.4 28.5 21.6 10.3 19.7 18.9 14.4 14.9 18.5

避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安 43.7 51.6 47.3 45.7 45.7 43.2 46.0 35.1 41.0 45.0 36.1

その他 3.8 6.5 14.9 4.6 1.2 2.9 4.4 5.4 2.2 2.9 3.4

特にない 12.2 9.7 13.5 11.9 8.6 12.9 13.1 14.9 12.2 9.9 9.2

無回答 10.1 3.2 2.7 4.0 7.4 12.3 7.7 20.3 8.6 14.0 10.1

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

薬が切れてしまうことや治療が受けられない 49.3 41.0 65.8 82.9 40.5 68.8 66.7 40.6

補そう具や日常生活用具の入手ができなくなる 11.9 8.7 5.9 5.7 0.0 12.5 21.4 12.5

誰かに助けを求めることができない 12.8 46.4 23.7 14.3 50.0 37.5 26.2 9.4

安全なところまで、避難することができない 30.1 47.5 16.4 21.4 50.0 56.3 45.2 21.9

被害状況、避難場所などの情報が入手できない 12.9 38.8 15.8 11.4 42.9 25.0 23.8 12.5

まわりの人とコミュニケーションがとれない 10.7 46.4 34.9 31.4 50.0 31.3 23.8 18.8

避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安 43.2 46.4 42.1 54.3 54.8 43.8 73.8 53.1

その他 2.7 7.7 6.6 12.9 21.4 6.3 0.0 9.4

特にない 13.8 10.4 5.9 1.4 2.4 6.3 0.0 6.3

無回答 10.9 4.9 6.6 5.7 0.0 0.0 9.5 18.8

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別

49.3

10.5

18.0

30.2

16.5

18.0

43.7

3.8

12.2

10.1

0% 20% 40% 60% 80%

薬が切れてしまうことや治療が受けられない

補そう具や日常生活用具の入手ができなくなる

誰かに助けを求めることができない

安全なところまで、避難することができない

被害状況、避難場所などの情報が入手できない

まわりの人とコミュニケーションがとれない

避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安

その他

特にない

無回答

<1,220>

(12)災害が起きた時に困ること 

問 35 地震などの災害が起きた時、困ることは何ですか。（○はいくつでも） 

 

「薬が切れてしまうことや治療が受けられない」が 49.3％と最も高く、次いで「避難場所の設備

（トイレ等）や生活環境が不安」（43.7％）、「安全なところまで、避難することができない」

（30.2％）と続いています。 

手帳別・診断別では、発達障害の「まわりの人とコミュニケーションがとれない」は 50.0%とな

っている。難病では「薬が切れてしまうことや治療が受けられない」、「避難場所の設備（トイレ等）

や生活環境が不安」が高くなっています。 
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(13)地域で暮らしたり、就労等の社会参加における地域の理解 

問 36 あなたは、障害のある人が地域で暮らしたり、就職などの社会参加について、一般の理解が

深まってきていると思いますか。（○は１つ） 

 

「どちらともいえない」が 50.9％、「理解が深まっているとは思わない」は 24.8％、「理解が深

まってきていると思う」が 11.0％となっています。 

手帳別・診断別では、発達障害の「理解が深まっているとは思わない」は 45.2％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

(14)望む暮らしを実現するために必要と思うこと 

問 41 あなたが望む暮らしを実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

「病院や診療所が近くにあること」が 38.2％と最も高く、次いで「いざという時に施設に入れる

こと」（30.7％）、「障害のある人への理解」（26.1％）、「収入が確保できること」（24.6％）、「在

宅生活を支えるサービスが使えること」（21.2％）と続いています。 

年齢別では、年齢が低いほど「障害のある人への理解」は高くなっています。 

手帳別・診断別では、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、自立支援医療受給、発達障害、高

次脳機能障害の「収入が確保できること」は 40%を超えています。 

  

11.0 50.9 24.8 13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

<1,220>

理解が深まってきていると思う どちらともいえない 理解が深まっているとは思わない 無回答

０～11歳 12～29歳 30～49歳 50～64歳 65歳以上 尾道地区 御調地区 向島地区 因島地区 生口地区

<回答者数> 1,220 31 74 151 162 767 639 74 139 242 119

理解が深まってきていると思う 11.0 9.7 6.8 11.3 9.9 11.6 10.6 16.2 8.6 10.3 10.9

どちらともいえない 50.9 54.8 48.6 46.4 52.5 52.4 50.5 33.8 54.7 53.7 54.6

理解が深まっているとは思わない 24.8 32.3 39.2 37.1 29.6 19.6 27.9 24.3 24.5 20.2 19.3

無回答 13.4 3.2 5.4 5.3 8.0 16.4 11.0 25.7 12.2 15.7 15.1

身体障害者

手帳
療育手帳

精神障害者保

健福祉手帳

自立支援

医療受給
発達障害

高次脳

機能障害
難病

認知症

疾患

<回答者数> 886 183 152 70 42 16 42 32

理解が深まってきていると思う 11.2 10.9 10.5 10.0 4.8 6.3 4.8 12.5

どちらともいえない 52.7 48.1 44.7 42.9 47.6 50.0 47.6 53.1

理解が深まっているとは思わない 21.2 35.0 37.5 37.1 45.2 43.8 33.3 15.6

無回答 14.9 6.0 7.2 10.0 2.4 0.0 14.3 18.8

全体

年齢別 居住地域別

手帳別・診断別




